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粗脂肪含量が異なる 3 種類の DDGS（低

脂肪（L-DDGS）、中脂肪（M-DDGS）お

よび高脂肪（H-DDGS）、それぞれの粗脂肪

含量は 5.9％、9.9％および 14.2％）につい

て、米国内の畜産農家に対して栄養指導を

行っている Nutriquest 社が化学成分値か

ら推定した ME（代謝エネルギー）価に基

づいてほぼ等 ME 価となるように 40％ず

つ配合した飼料を調製し、総計 432 頭の子

豚（平均体重 25.8±5.1 kg）に対して体重

120 kg 到達時点まで給与して発育成績、屠

体成績および脂肪に品質に及ぼす影響を調

査した。 

その結果、試験全期間の増体日量は対照

区 0.97 kg、L-DDGS 区：0.92 kg、M-DD

GS 区：0.93 kg および H-DDGS 区：0.93 

kg であって、各 DDGS 区の増体日量は対

照区より有意に低かった。飼料摂取日量は

同 2.72 kg、2.65 kg、2.61 kg および 2.6

0 kg であって、M-DDGS 区および H-DD

GS 区の飼料摂取日量は対照区より有意に

少なかった。試験全期間の飼料効率は、同

0.368、0.356、0.365 および 0.367 であっ

て、L-DDGS 区の飼料効率は対照区および

他の DDGS 区より有意に劣った。また、試

験初期では、L-DDGS 区だけでなくすべて

の DDGS 区の飼料効率は対照区より有意

に劣った。 

枝肉歩留およびロース芯面積は、対照

区：74.2％および 42.06 cm2、L-DDGS 区：

73.0％および 39.38 cm2、M-DDGS 区：7

2.9％および 39.09 cm2、H-DDGS 区：73.

0％および 39.37 cm2であって各 DDGS 区

の枝肉歩留およびロース芯面積は対照区よ

り有意に低かった。また、DDGS の粗脂肪

含量の増加と対応して脂肪（顎、腹および

背脂肪の平均）の C18:2（リノール酸）、C2

0:2（イコサジエン酸）および高不飽和脂肪

酸の割合が高まり、ヨウ素価（IV）も高ま

った。なお、IV は、以下の式から算出した。 

・IV=C16:1（パルミトレイン酸）×0.95＋

C18:1（オレイン酸）×0.86＋C18:2×1.

732＋C18:3（リノレン酸）×2.616＋C2

0:1（ガドレイン酸）×0.785＋C22:1（エ

ルカ酸）×0.723 

以上の結果から見て、Nutriquest 社によ

る各 DDGS の推定 ME 価は、全体的に過大

評価される傾向にあり、特に低脂肪 DDGS

では中脂肪および高脂肪 DDGS に比べて

より過大評価されていた可能性があること

から、今後見直す必要があると思われる。 

 


